
第
六
十
九
回
東
書
藝
展
は
、
令

和
四
年
四
月
五
日
（
火
）
～
十

日
（
日
）、
愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ

リ
ー
、
名
古
屋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
栄

の
両
会
場
で
同
時
開
催
さ
れ
た
。

前
日
の
搬
入
作
業
も
滞
り
な
く
完

了
。
当
日
第
一
会
場
で
は
開
場
式
を

挙
行
で
き
、
春
の
祭
典
ら
し
い
華
や

い
だ
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。
と
は
言

え
未
だ
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
へ
の
警
戒
・

対
策
が
必
須
の
状
況
は
変
わ
ら
ず
に

緊
張
感
も
残
る
。
冨
永
奇
昂
副
理

事
長
の
進
行
で
、
風
岡
五
城
会
長

挨
拶
の
後
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
。
二
年

ぶ
り
の
光
景
に
参
加
者
も
嬉
し
そ

う
で
、
無
事
終
了
後
、
思
い
思
い
の

作
品
に
見
入
っ
て
い
た
。

午
後
、
名
古
屋
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に

て
贈
賞
式
。
今
年
も
祝
賀
会
は
や

む
な
く
中
止
と
な
っ
た
が
、
贈
賞
式

は
対
策
を
と
っ
て
粛
々
と
執
り
行
わ

れ
た
。
司
会
は
第
一
事
業
局
次
長
・

井
浪
幸
潭
常
任
理
事
と
褒
賞
部
・

壁
谷
桔
華
常
任
理
事
。
安
藤
清
舟

副
会
長
の
開
会
の
言
葉
、
風
岡
五

城
会
長
、
木
村
大
澤
理
事
長
挨
拶

に
続
き
、
中
華
人
民
共
和
国
駐
名

古
屋
総
領
事
・
劉
暁
軍
先
生
よ
り

お
言
葉
を
賜
っ
て
贈
賞
に
移
っ
た
。

受
賞
者
の
出
席
は
五
十
八
名
。
皆

さ
ん
充
実
し
た
お
顔
だ
。
昨
年
も

書
い
た
が
来
年
こ
そ
は
祝
賀
会
で
お

祝
い
し
た
い
。
贈
賞
は
順
調
に
進
み
、

大
賞
受
賞
・
沖
賀
青
陽
さ
ん
が
喜
び

の
言
葉
を
読
み
上
げ
、
最
後
に
水

谷
紅
楓
常
任
参
事
の
閉
会
の
言
葉

で
幕
を
閉
じ
た
。

こ
の
後
、
第
一
会
場
で
、
総
領
事

劉
先
生
、
客
員
唐
啓
山
先
生
、
風

岡
会
長
、
木
村
理
事
長
、
山
本
晴

城
副
理
事
長
が
和
や
か
に
談
笑
さ

れ
な
が
ら
作
品
鑑
賞
さ
れ
る
様
子

を
見
つ
け
て
何
だ
か
誇
ら
し
い
気
持

ち
に
な
る
。
ま
た
今
年
も
あ
り
が

た
く
大
村
秀
章
愛
知
県
知
事
・
名

誉
会
長
の
ご
来
場
を
賜
っ
た
。

両
会
場
に
足
を
運
ん
で
下
さ
っ
た

延
べ
二
千
名
以
上
の
方
々
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

第
一
四
六
号

令和 4 年 8 月

総領事劉暁軍様

第
六
十
九
回
　
公 

募 

東
海
書
道
藝
術
院
展
報
告

開
場
式
・
贈
賞
式
開
催 

風岡五城会長



（2）

　
愛
知
県
知
事
　
名
誉
会
長

大

村

秀

章

　
副
会
長

安

藤

清

舟

　
常
任
参
事

岩

田

冬

崖

　
会
　
長

風

岡

五

城

鑑
賞
さ
れ
る
大
村
名
誉
会
長

　
常
任
参
事

谷

口

竹

城

　
常
任
参
事

水

谷

紅

楓

　
常
任
参
事

松

浦

白

碩

　
常
任
参
事

西

尾

邑

城

　
理
事
長

木

村

大

澤

　
常
任
参
事

尾

関

陶

山

第
六
十
九
回
展
幹
部
作
品
抄
録
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大
　
賞

沖

賀

青

陽

　
　
市
長
賞

酒

井

奏

風

知
事
賞

大

山

湯

泉

　
　
市
教
委
賞

恒

川

玲

舟

　
中
日
賞

川

口

志

満

子

　
中
日
賞

駒

田

香

代

子

　
　
準
大
賞

増

田

孝

志

　
県
教
委
賞

堀

田

紫

泉

　
総
領
事
賞

浦

野

博

夫

　
中
日
賞

三

苫

花

風

　
東
書
藝
賞

平

井

瑛

玉

　
東
書
藝
賞

鈴

木

萌

園

〈上位受賞者作品〉
会員の部

準会員の部



（4）
風
岡
五
城
会
長

①
山
本　

美
峰

　

�

出
だ
し
か
ら
後
半
に
向
か
っ
て

大
き
な
広
が
り
を
見
せ
る
作
品

構
成
の
非
凡
さ
が
光
る
。
さ
ら

に
行
を
追
っ
て
見
て
い
く
と
文

字
の
大
小
・
粗
密
、
墨
量
の
変

化
、
緩
急
な
ど
、
実
に
多
彩
な

表
現
に
驚
か
さ
れ
る
。

②
長
谷
川　

雅
江

　

�

二
×
八
尺
に
一
文
字
の
揮
毫
。

発
想
の
奇
抜
さ
と
大
胆
さ
を
買

う
。東
書
藝
の
ス
ロ
ー
ガ
ン「
自

由
か
つ
大
胆
」
を
髣
髴
と
さ
せ

て
頼
も
し
い
。
更
な
る
深
化
を

期
待
す
る
こ
と
大
で
あ
る
。

③
小
島　

芳
泉　

④
平
松　

文
子

⑤
伊
藤　

芳
桜　

⑥
三
田　

敬
華

⑦
野
呂　

麗
水　

⑧
横
井　

青
蓮

安
藤
清
舟
副
会
長

①
城
田　

桑
軒

　

�

玉
士
縝
詩
の
長
文
を
自
在
な
筆

③
吉
川　

馨
泉　

④
岡
本　

翠
園

⑤
久
保　

幸
燿　

⑥
杉
原　

和
香

⑦
梶　
　

蘇
山　

⑧
石
山　

荷
心

谷
口
竹
城
常
任
参
事

①
三
谷　

小
京

�　

�

自
詠
詩
で
あ
る
。
枠
、
い
っ
ぱ

い
の
作
品
で
あ
る
が
窮
屈
さ
が

な
い
。
気
分
爽
快
。

②
井
分　

潭
風

　

�

印
泥
の
明
る
さ
が
印
を
ひ
き
た

た
せ
る
。書
と
の
調
和
も
よ
い
。

作
品
全
体
か
ら
温
か
み
を
感
じ

る
。

③
中
村　

清
葉　

④
鳥
居　

玉
香

⑤
吉
川　

馨
泉　

⑥
伊
藤　

緑
穂

⑦
浜
島　

圭
園　

⑧
河
野　

正
子

西
尾
邑
城
常
任
参
事

①
岩
井　

玲
翠

　

�

軽
重
織
り
混
ぜ
一
気
呵
成
の
筆

意
に
感
銘
を
受
け
た
。

②
花
井　

萃
川

　

�

張
瑞
図
の
書
風
を
自
家
薬
籠
の

物
と
し
、
粘
り
強
く
書
き
切
っ

た
集
中
力
に
感
心
。

③
澤　
　

麗
水　

④
服
部　

草
心

⑤
名
古
路
雅
翠　

⑥
松
田　

真
香

⑦
井
上　

清
道　

⑧
菅
野　

香
楓

松
浦
白
碩
常
任
参
事

①
杉
原　

和
香

　

�

多
字
数
の
小
字
を
文
字
の
大

小
、
線
の
太
い
細
い
、
圧
の
強

弱
を
巧
み
に
こ
な
し
、
す
っ
き

り
し
た
作
。

致
で
丁
寧
に
書
い
て
お
り
、
そ

こ
か
ら
生
ま
れ
る
文
字
造
形
が

行
間
の
白
を
生
か
し
た
快
作
。

②
伊
藤　

一
楓

　

�
載
叔
倫
詩
。
程
よ
く
文
字
の
大

小
を
交
え
運
筆
悠
々
充
実
感
漲

る
。
長
年
の
修
練
の
跡
が
窺
え

る
作
で
お
見
事
。

③
角
脇　

尚
園　

④
中
村　

清
葉

⑤
中
根　

靜
流　

⑥
伊
藤
美
ど
り

⑦
水
谷　

汀
華　

⑧
菅
沼　

松
峯

岩
田
冬
崖
常
任
参
事

①
加
藤　

真
風

　

�

古
典
を
凝
視
す
る
こ
と
で
宿
命

の
課
題
が
解
決
さ
れ
る
。
そ
の

一
里
塚
の
作
品
に
好
感
。
更
な

る
修
練
に
期
待
し
た
い
。

②
立
松　

勝

　

�

新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
開
花
に
果

敢
に
挑
戦
し
て
い
る
こ
と
が
純

粋
に
感
じ
ら
れ
魅
力
的
な
作
。

一
層
の
精
進
を
期
待
。

②
三
浦　

希
韶

　

�

木
簡
調
で
淡
々
と
書
し
、
熟
練

し
た
線
条
と
字
間
、
行
間
に
余

裕
が
あ
り
、
躍
動
感
が
溢
れ
て

い
る
。

③
服
部　

草
心　

④
後
藤　

紅
燕

⑤
三
村　

菱
花　

⑥
松
田　

真
香

⑦
岡
田　

静
嶺　

⑧
松
井　

光
楓

水
谷
紅
楓
常
任
参
事

①
蔦　

皓
月

　

�

大
胆
な
運
筆
で
、
堂
々
た
る
書

き
っ
ぷ
り
、
他
を
圧
倒
す
る
。

②
鎌
田　

岳
風

　

�

力
む
こ
と
な
く
、
悠
々
と
書
け

て
、余
裕
す
ら
感
じ
さ
せ
る
作
。

③
中
村　

清
葉　

④
豊
田　

月
花

⑤
浜
島　

圭
園　

⑥
好
田　

小
沙

⑦
櫻
井　

花
筵　

⑧
野
田　

清
華

木
村
大
澤
理
事
長

①
三
谷　

小
京

　

�

大
胆
な
筆
致
に
よ
る
魅
力
溢
れ

る
書
。
縦
横
無
尽
に
躍
動
す
る

生
気
に
満
ち
た
書
線
が
、
鑑
者

に
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え

て
く
れ
る
逸
品
で
あ
る
。

②
菅
野　

香
楓

　

�

余
白
を
生
か
し
、
全
体
と
し
て
爽

や
か
雰
囲
気
を
醸
し
な
が
ら
、
書

線
は
力
強
く
、
変
化
の
妙
を
盡
く

し
た
味
わ
い
深
い
書
で
あ
る
。

③
蔦　
　

皓
月　

④
鳥
居　

玉
香

⑤
横
井　

青
蓮　

⑥
小
島　

芳
泉

⑦
井
分　

潭
風　

⑧
平
松　

文
子

会
長
以
下
、
幹
部
の
八
名
の
先
生
方
に
、
賞
の
対
象
と
は
な
ら
な
い

院
人
（
常
任
理
事
以
上
の
役
員
を
除
く
）
の
中
か
ら
、
ご
自
分
の
社
中

以
外
で
こ
れ
は
と
思
う
秀
作
を
八
点
選
ん
で
い
た
だ
い
た
。
そ
の
方
々

の
氏
名
と
作
品
写
真
、
内
二
作
品
の
講
評
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

東
書
藝
幹
部
に
よ
る

第
六
十
九
回
展
　
私
の
選
ん
だ
こ
の
作
品
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安
藤
・
谷
口
・
水
谷
選

中

村

清

葉

　
風
岡
・
木
村
選

平

松

文

子

　
風
岡
・
木
村
選

横

井

青

蓮

　
谷
口
・
木
村
選

三

谷

小

京

　
谷
口
・
木
村
選

井

分

潭

風

　
谷
口
・
水
谷
選

浜

島

圭

園

　
西
尾
・
松
浦
選

服

部

草

心

　
風
岡
・
木
村
選

小

島

芳

泉

　
谷
口
・
木
村
選

鳥

居

玉

香

　
水
谷
・
木
村
選

蔦

　

皓

月
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西
尾
・
木
村
選

菅

野

香

楓

　
風
岡
選

伊

藤

芳

桜

　
風
岡
選

三

田

敬

華

　
風
岡
選

野

呂

麗

水

　
安
藤
選

城

田

桑

軒

　
安
藤
選

伊

藤

一

楓

　
風
岡
選

長

谷

川

雅

江

　
岩
田
・
谷
口
選

吉

川

馨

泉

　
岩
田
・
松
浦
選

杉

原

和

香

　
西
尾
・
松
浦
選

松

田

真

香
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岩
田
選

加

藤

真

風

　
安
藤
選

角

脇

尚

園

岩
田
選

立

松

　

勝

　
安
藤
選

中

根

靜

流

岩
田
選

岡

本

翠

園

　
安
藤
選

伊

藤

美

ど

り

岩
田
選

久

保

幸

燿

　
安
藤
選

水

谷

汀

華

　
安
藤
選

菅

沼

松

峯

岩
田
選

梶

　

蘇

山
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谷
口
選

伊

藤

緑

穂

　
谷
口
選

河

野

正

子

　
西
尾
選

岩

井

玲

翠

　
西
尾
選

花

井

萃

川

　
西
尾
選

澤

　

麗

水

　
西
尾
選

名

古

路

雅

翠

松
浦
選

三

浦

希

韶

松
浦
選

三

村

菱

花

　
西
尾
選

井

上

清

道

松
浦
選

後

藤

紅

燕
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水
谷
選

好

田

小

沙

松
浦
選

岡

田

静

嶺

松
浦
選

松

井

光

楓

水
谷
選

鎌

田

岳

風

水
谷
選

櫻

井

花

筵

水
谷
選

豊

田

月

花

水
谷
選

野

田

清

華

岩田選 石 山 荷 心

風岡選 山 本 美 峰

第二会場

第一会場



（1 0）
◆
会
員
の
部
　
大
賞

①
趙
之
謙
行
書

②
逆
入
平
出
の
運
筆
、
線
質
。

③
筆
遣
い
と
文
字
の
大
小
、
形
。

④�

趙
之
謙
だ
け
で
な
く
、
色
々
な

古
典
を
学
び
、
作
品
の
幅
を
広

げ
て
い
き
た
い
で
す
。

だ
さ
る
先
生
方
の
お
蔭
と
深
く

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
栄
誉
あ

る
賞
を
い
た
だ
け
た
こ
と
を
誇

り
に
思
い
つ
つ
、
こ
れ
を
新
た

な
出
発
と
し
、
今
後
よ
り
一
層

精
進
し
て
参
り
ま
す
。

◆
会
員
の
部
　
準
大
賞

①
ａ
．
美
人
薫
氏
墓
誌
銘

　

ｂ
．
蘭
亭
序

②
ａ
．�

隋
時
代
を
代
表
す
る
楷
書

古
筆
で
線
質
の
変
化
と
強
弱

の
妙
。

　

ｂ
．�

流
麗
な
線
、
抑
揚
、
表
情

の
豊
か
さ
。

③�

文
字
の
布
置
、
太
細
、
墨
の
潤

渇
と
力
強
さ
。

④
書
技
を
更
に
深
め
た
い
。
又
書

の
知
識
も
深
め
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

⑤
無
心
に
集
中
没
頭
出
来
る
か
け

が
え
の
な
い
も
の
で
又
広
汎
、
深

淵
な
も
の
。

⑥
此
の
度
は
思
い
も
掛
け
な
い
賞

を
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
も
偏
に
伊
藤
春
魅
先
生
の
心

か
ら
の
御
指
導
の
お
蔭
と
心
よ
り

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
更
に
社
中

⑤�

私
を
造
り
上
げ
る
大
き
な
要
素

の
ひ
と
つ
で
す
。

⑥�

こ
の
度
は
身
に
余
る
賞
を
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
日
頃
よ
り
ご
指
導
く

の
方
々
の
お
支
え
あ
っ
て
の
こ
と

と
併
せ
て
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。今
後
は
、此
れ
を
機
に
増
々

書
技
向
上
と
書
の
知
識
を
深
め
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
会
員
の
部
　
知
事
賞

①
顔
真
卿

②
懐
深
く
、
緻
密
な
所
。

③�

自
分
の
リ
ズ
ム
と
潤
い
に
留
意

し
、
詩
を
読
み
、
温
か
く
友
を

送
り
出
す
気
持
ち
を
込
め
ま
し

た
。

④��

色
々
な
古
典
に
接
し
、
更
に
作
品

の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

⑤�

生
涯
楽
し
む
術
の
一
つ
。

⑥�

知
事
賞
受
賞
は
大
変
嬉
し
く
光

栄
で
す
。
ご
指
導
く
だ
さ
る
勝

田
晃
拓
先
生
や
、
共
に
稽
古
す

る
友
人
、
家
族
の
理
解
、
又
コ
ロ

ナ
禍
の
中
、
書
展
開
催
に
尽
力

下
さ
っ
た
先
生
方
と
、
多
く
の
人

の
お
蔭
で
受
賞
に
到
り
ま
し
た
。

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

書
く
事
が
好
き
で
現
在
に
到
り

ま
す
。
今
後
も
こ
の
気
持
ち
を

大
切
に
マ
イ
ペ
ー
ス
で
は
あ
り
ま

す
が
、
精
進
し
、
書
と
共
に
人

今
年
も
栄
え
あ
る
賞
に
輝
い
た
皆
さ
ん
の
中
か
ら
、
会
員
、
準
会
員
の

部
の
上
位
入
賞
者
の
方
々
十一名
が
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
く
だ
さ
っ
た
。

設
問
内
容
は
次
の
と
お
り
。
ま
た
そ
の
受
賞
作
品
は
3
頁
に
掲
載
し

ま
し
た
。

①
現
在
学
ん
で
い
る
古
典
は
。

②
そ
の
古
典
の
ど
こ
に
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
か
。

③
今
回
の
出
品
作
で
、
制
作
上
特
に
大
切
に
し
た
こ
と
は
。

④
（
受
賞
を
機
に
）
こ
れ
か
ら
挑
戦
し
て
み
た
い
こ
と
は
。

⑤
ご
自
身
に
と
っ
て
「
書
道
」
と
は
。

⑥
受
賞
の
感
想
と
今
後
の
抱
負
。

第
六
十
九
回
東
書
藝
展
　
受
賞
者
に
聞
く

沖賀　青陽

増田　孝志

大山　湯泉



（1 1）

ま
す
。
こ
れ
も
日
頃
よ
り
温
か

く
ご
指
導
し
て
下
さ
る
寺
田
小

華
先
生
の
お
蔭
と
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
書
の
奥
深

さ
に
魅
了
さ
れ
る
と
同
時
に
、

自
分
の
未
熟
さ
を
痛
感
す
る

日
々
で
す
が
、
よ
り
一
層
精
進

し
て
参
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

◆
準
会
員
の
部
　
市
長
賞

①
高
貞
碑

②
力
強
さ

③�

ま
だ
北
魏
楷
書
を
学
び
始
め
て

日
が
浅
い
の
で
、
始
筆
な
ど
基

本
的
な
こ
と
を
気
を
つ
け
ま
し

た
。
ま
た
、
楷
書
の
作
品
集
や

過
去
の
展
覧
会
の
会
報
に
載
っ

て
い
る
楷
書
作
品
を
見
て
、
墨

の
潤
渇
な
ど
に
注
意
し
ま
し

た
。

④�
北
魏
楷
書
は
も
ち
ろ
ん
、
他
の

様
々
な
古
典
を
学
ん
で
み
た
い

で
す
。

⑤�

幼
少
期
か
ら
ず
っ
と
一
緒
に
人

生
を
歩
ん
で
き
た
相
棒
の
よ
う

な
も
の
で
す
。
学
業
や
仕
事
に

追
わ
れ
て
辞
め
よ
う
と
思
う
こ

と
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
尊
敬
で

き
る
師
や
先
輩
方
に
出
会
え
た

り
、
結
局
は
好
き
な
気
持
ち
が

勝
っ
た
り
し
て
こ
こ
ま
で
続
け

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

⑥�

こ
の
度
は
身
に
余
る
賞
を
頂
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
も
、
ひ
と
え
に
日
頃
よ
り
ご

指
導
く
だ
さ
る
木
村
大
澤
先
生

の
お
蔭
で
す
。
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
一
層

精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
変

わ
ら
ぬ
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
準
会
員
の
部
　
県
教
委
賞

①
張
遷
碑

②
重
厚
な
点
画
、
字
形
。

③�

文
字
の
大
き
さ
、
八
分
。

④�

臨
書
を
基
に
も
っ
と
文
字
数
の

多
い
作
品
に
も
挑
戦
し
て
い
き

た
い
で
す
。

⑤�

心
が
落
ち
着
き
集
中
で
き
る
、

私
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い

大
切
な
も
の
で
す
。

⑥�

こ
の
度
は
身
に
余
る
賞
を
頂
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

と
し
て
も
成
長
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
ご
指
導
の
程
、

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
会
員
の
部
　
総
領
事
賞

①
張
瑞
図

②
運
筆
、
字
形
、
線
質
。

③�

墨
量
と
文
字
の
バ
ラ
ン
ス
、
文

字
の
配
置
。

④�

現
在
学
ん
で
い
る
張
瑞
図
の
書

風
を
生
か
し
、
臨
書
で
は
な
く

創
作
し
た
作
品
を
書
い
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

⑤�

静
か
に
心
を
落
ち
着
け
る
大
切

な
時
間
で
す
。

⑥�

こ
の
度
は
身
に
余
る
賞
を
頂
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
頃
よ
り
ご
指
導
下
さ
る
風
岡

五
城
先
生
に
心
か
ら
感
謝
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
宏
道
書

会
の
先
生
方
に
も
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
今
後
も
こ
の
賞
を
励

み
に
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
御
指
導
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
会
員
の
部
　
東
書
藝
賞

①
書
譜

②
軽
や
か
で
自
由
な
運
筆
。

③�
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
、
墨
の
潤
渇
。

④�
初
心
に
か
え
り
、
古
典
を
中
心

に
よ
り
一
層
学
び
を
深
め
、
自

分
の
筆
法
の
幅
を
広
げ
、
様
々

な
作
品
制
作
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
で
す
。

⑤�

自
分
自
身
の
一
部
で
あ
り
、
自

分
と
向
き
合
え
る
と
て
も
大
切

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
心

を
整
え
、
字
を
美
し
く
書
く
書

の
時
間
を
通
し
て
、
自
分
の
成

長
を
感
じ
ら
れ
る
の
み
な
ら

ず
、
新
し
い
学
び
や
文
化
等
に

触
れ
る
こ
と
へ
の
機
会
と
幅
が

広
が
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て

い
ま
す
。

⑥�

こ
の
度
は
身
に
余
る
賞
を
頂

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

平井　瑛玉

酒井　泰風

堀田　紫泉

浦野　博夫



（1 2）

こ
の
賞
を
頂
け
た
の
も
日
頃
よ

り
ご
指
導
下
さ
る
鈴
木
紫
舟
先

生
の
お
蔭
で
す
。
こ
の
場
を
借

り
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
も
こ
の
賞
を
励
み
に

よ
り
一
層
精
進
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
準
会
員
の
部
　
市
教
委
賞

①
王
鐸

②�

連
綿
の
多
様
さ
と
リ
ズ
ム
に

乗
っ
た
躍
動
感
。

③�

墨
量
、
文
字
の
大
小
・
長
短
。

④�

目
の
前
の
課
題
を
繰
り
返
し
練

習
す
る
こ
と
や
、
書
道
展
等
で

様
々
な
作
品
を
鑑
賞
す
る
こ
と

を
通
し
て
研
鑽
を
積
み
、
苦
手

意
識
が
あ
る
分
野
の
課
題
に
も

意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

⑤�

お
稽
古
を
重
ね
、
技
術
や
知
識

を
習
得
す
る
程
に
改
善
す
べ
き

点
が
新
た
に
映
し
出
さ
れ
ま
す
。

納
得
で
き
な
い
か
ら
こ
そ
更
な

る
高
み
を
目
指
そ
う
と
す
る
場

所
で
す
。

⑥�

こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
け
ま

し
た
の
も
山
本
晴
城
先
生
の
ご

慈
愛
に
満
ち
た
熱
意
あ
る
ご
指

導
と
宏
道
書
会
の
先
生
方
の
丁

寧
な
お
導
き
、
諸
先
生
方
の
適

切
な
ご
助
言
の
お
蔭
と
衷
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
書
の

研
鑽
を
通
し
て
人
と
し
て
も
成

長
で
き
る
よ
う
努
め
て
参
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

◆
準
会
員
の
部
　
中
日
賞

①
蘭
亭
序

②�

一
字
一
字
の
構
成
、
紙
面
全
体

に
お
け
る
空
間
の
美
し
さ
。

③�

全
体
の
流
れ
。

④�

基
本
を
深
く
学
び
、
よ
り
美
し

い
作
品
に
挑
戦
し
た
い
。

⑤�

雑
念
か
ら
離
れ
て
無
心
に
な
る

時
間
。

⑥�

こ
の
た
び
の
思
い
が
け
な
い
受
賞

に
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

い
つ
も
温
い
心
で
適
切
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
下
さ
る
榊
田
白
蓮
先
生

に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
書
道
の
上
達
に
励
む
こ

と
で
、
人
生
を
豊
か
に
し
て
い
け

る
な
ら
ば
嬉
し
い
で
す
。

◆
準
会
員
の
部
　
中
日
賞

①
張
遷
碑
、
史
晨
碑
。

②
威
厳
の
あ
る
力
強
い
線
質
。

③�

力
強
い
線
質
と
線
の
切
れ
味
を

出
す
こ
と
を
大
切
に
し
て
制
作

し
ま
し
た
。

④�

他
の
隷
書
体
を
中
心
に
臨
書
を

学
び
、
今
後
の
創
作
に
活
か
し

た
い
で
す
。

⑤�

日
常
を
忘
れ
、「
無
」
に
な
る
こ

と
の
出
来
る
か
け
が
え
の
な
い
時

間
で
あ
り
、
自
己
表
現
の
場
。

⑥�

こ
の
度
は
身
に
余
る
賞
を
頂
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
も
日
頃
よ
り
熱
心
に
ご
指

導
下
さ
る
冨
永
奇
昂
先
生
の
お

蔭
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
も
尚
一
層
精
進
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご

指
導
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

◆
準
会
員
の
部
　
東
書
藝
賞

①
美
人
董
氏
墓
誌
銘

②
運
筆
、
字
形
。

③�

墨
の
濃
淡
、
線
質
、
文
字
の
配
置
。

④�

古
典
を
基
本
に
色
々
な
作
品
を

学
ん
で
行
き
た
い
で
す
。

⑤�

日
常
の
諸
事
か
ら
離
れ
、
心
静

か
に
自
分
と
向
き
合
い
、
夢
中

に
な
れ
る
大
切
な
も
の
。

⑥�

こ
の
度
は
思
い
が
け
な
い
賞
を

頂
き
、
喜
び
と
共
に
大
変
驚
い

て
い
ま
す
。
い
つ
も
優
し
く
熱

心
に
ご
指
導
し
て
下
さ
る
梓
会

理
事
長
の
伊
藤
春
魁
先
生
、
子

供
の
頃
よ
り
私
を
導
い
て
下

さ
っ
た
故
横
井
尚
石
先
生
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今

後
も
作
品
制
作
で
は
大
変
な

時
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

日
々
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
行

き
た
い
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。

変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
の
程
、
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

駒田　香代子

鈴木　萌園

恒川　玲舟

三苫　花風
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は
漢
碑
も
い
い
が
、簡
牘
類
も
よ
く

や
る
。自
由
な
造
形
が
よ
い
。篆
書

体
で
は
漢
代
の
袁
安
碑
。線
の
カ
ー

ブ
が
い
い
。
伊
藤
先
生
得
意
は
大
字

仮
名
だ
が
、一
番
は
関
戸
本
古
今

集
。筆
の
開
閉
・
抑
揚
が
大
胆
で
、伝

統
的
な
形
を
し
て
い
な
が
ら
お
し
ゃ

れ
。
細
字
か
ら
大
字
へ
ス
ム
ー
ズ
に

移
行
で
き
る
古
典
と
思
っ
て
い
る
。

ま
た
大
字
仮
名
は
特
に
漢
字
を
や

ら
な
い
と
と
思
う
。仮
名
作
品
中
の

漢
字
の
良
し
悪
し
は
ウ
ェ
イ
ト
が
大

き
い
。
冨
永
先
生
今
こ
れ
は
と
い

う
も
の
は
な
い
が
、あ
え
て
言
え
ば

手
島
、青
山
先
生
な
ど
が
古
典
の

臨
書
し
た
も
の
を
眺
め
た
り
す
る
。

昭
和
初
期
の
書
道
雑
誌
も
面
白

い
。実
験
的
作
品
の
熱
意
の
発
見
が

楽
し
い
。

　

司
会
よ
り
風
岡
先
生
は
読
書
を

一
番
に
さ
れ
て
い
た
が
、
に
対
し

て
風
岡
先
生
心
に
響
く
言
葉
に

出
会
う
事
を
期
待
し
て
読
む
こ
と

が
多
い
。
作
品
に
使
え
そ
う
な
言

葉
を
控
え
て
お
く
な
ど
す
る
が
、

書
は
言
葉
を
書
く
芸
術
だ
か
ら
、

今
自
分
が
書
き
た
い
事
や
い
い
言

葉
の
背
景
や
深
み
を
求
め
た
い
。

そ
の
た
め
に
も
安
直
な
墨
場
必
携

で
な
く
、
本
を
開
く
。

　

司
会
そ
の
他
と
し
て
事
前
ア

ン
ケ
ー
ト
で
安
藤
清
舟
先
生
は
古

書
店
巡
り
、
冨
永
先
生
は
S
N
S

を
挙
げ
ら
れ
た
。
冨
永
先
生
私

は
ス
マ
ホ
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど

を
見
た
り
す
る
。
遠
方
の
展
覧
会

や
講
演
会
が
見
つ
け
ら
れ
る
。

　

②
に
つ
い
て
。
風
岡
先
生
繰
り

返
す
が
、
書
は
文
字
で
な
く
言
葉

を
書
く
芸
術
。
感
動
・
共
感
、
い

い
言
葉
を
書
い
て
み
た
い
し
人
に

も
伝
え
た
い
が
、
あ
く
ま
で
自
分

が
書
い
て
み
た
い
事
が
重
要
。
た

だ
い
い
言
葉
で
も
作
品
に
し
づ
ら

い
も
の
も
あ
り
、
理
想
と
現
実
の

ギ
ャ
ッ
プ
は
あ
る
。
伊
藤
先
生
や

は
り
感
動
・
共
感
だ
が
、
師
の
教

え
で
「
書
に
は
詩
情
表
現
が
不
可

欠
。
一
つ
の
言
葉
や
短
歌
・
俳
句

を
選
ぶ
と
き
、
既
に
そ
の
内
容
の
良

し
悪
し
を
考
え
る
し
、
書
作
を
す
る

　

三
年
ぶ
り
の
院
人
研
修
会
が
、

第
一
部
・
座
談
会
―
選
文
か
ら

作
品
完
成
ま
で
―
、
第
二
部
・

D
V
D
鑑
賞
「
二
十
世
紀
の
巨

匠
た
ち
」
の
二
部
構
成
で
行
わ
れ

た
。
九
十
名
が
参
加
。
第
一
部
で

は
、
風
岡
五
城
会
長
、
木
村
大
澤

理
事
長
、
伊
藤
春
魁
・
冨
永
奇
昂

両
副
理
事
長
の
四
先
生
が
登
壇
。

石
黒
鴻
羽
研
修
部
長
の
司
会
で
、

初
め
に
安
藤
清
舟
副
会
長
の
開
会

の
言
葉
か
ら
座
談
会
が
始
ま
っ

た
。
テ
ー
マ
は
、

①�

豊
か
な
イ
メ
ー
ジ
の
構
築
、
効

果
的
な
選
文
の
た
め
に
日
頃
か

ら
心
が
け
て
い
る
こ
と

②�

選
文
の
決
め
手
に
す
る
こ
と

③�

選
文
に
推
奨
す
る
参
考
図
書

④�

作
品
の
構
想
を
練
る
時
の
工
夫

⑤
作
品
の
練
度
を
上
げ
る
に
は�

の
五
項
目
。
そ
れ
ぞ
れ
の
お
話
を

か
い
つ
ま
ん
で
要
約
す
る
。

　

①
に
つ
い
て
。
木
村
先
生
書
道

展
の
作
品
・
図
録
を
漠
然
と
で
な

く
目
的
を
絞
っ
て
じ
っ
く
り
見

る
。
ま
た
古
典
の
臨
書
は
勿
論
、

音
楽
イ
ベ
ン
ト
等
、
他
の
ジ
ャ
ン

ル
と
の
共
通
性
な
ど
も
探
り
た

い
。
風
岡
先
生
書
道
展
、
美
術

展
な
ど
は
あ
ま
り
直
接
選
文
と
は

結
び
付
か
な
い
が
、
創
作
意
欲
・

美
意
識
の
刺
激
に
良
い
。
指
導
者

に
は
、
内
容
・
形
式
・
選
文
に
実

際
の
書
作
の
傾
向
と
対
策
が
必
要

だ
。
伊
藤
先
生
仮
名
作
家
の
立
場

で
、
短
歌
・
俳
句
を
二
首
三
首
と

書
く
場
合
、
季
節
性
や
作
者
等
気

に
し
な
が
ら
順
を
重
視
し
て
選
文

し
て
い
る
。
冨
永
先
生
三
部
担
当

と
し
て
話
す
と
、
読
書
、
書
美
術

展
、
図
録
、
古
典
の
臨
書
な
ど
全

て
が
一
番
で
大
事
。
一
字
書
の
実
物

の
作
品
か
ら
の
紙
や
墨
色
の
リ
ア

ル
、
篆
刻
作
の
面
白
い
造
形
を
書

に
置
き
換
え
た
り
、
作
品
か
ら
得

る
要
素
は
多
い
。

　

今
古
典
の
臨
書
で
取
り
組
ん
で

い
る
も
の
は
、
の
質
問
に
は
、

木
村
先
生
北
魏
楷
書
が
基
本
だ

が
、金
農
、楊
峴
、楊
守
敬
な
ど
清

代
の
書
が
興
味
深
い
。骨
力
の
し
っ

か
り
し
た
も
の
が
好
き
だ
。

風
岡
先
生
選
文
と
古
典
の
臨
書
と

の
関
わ
り
は
意
識
し
て
い
な
い
が
、

楷
書
は
北
魏
の
碑
、造
像
な
ど
少

し
未
完
成
の
処
に
惹
か
れ
る
。隷
書

2
0
2
2
 東
書
藝
院
人
研
修
会

　
令
和
四
年
三
月
二
十
七
日（
日
）　

愛
知
県
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
A
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ア
イ
デ
ア
は
全
て
書
い
て
と
い
う
思

い
だ
が
、
実
は
ア
イ
デ
ア
ス
ケ
ッ
チ

を
完
成
さ
せ
て
は
い
な
い
。
一
字
書

な
ど
は
偶
然
性
も
と
て
も
大
切
。

わ
ざ
と
偶
然
性
を
容
認
す
る
領
域

を
作
る
。
そ
の
方
が
大
ら
か
で
見

所
が
出
て
く
る
作
品
が
生
ま
れ
易

い
。
問
題
に
な
る
の
は
、
偶
然
出

来
た
も
の
を
自
分
の
個
性
、
魅
力

と
判
断
す
る
眼
力
を
鍛
え
る
必
要

が
あ
る
こ
と
だ
。　

　

⑤
に
つ
い
て
。
司
会
作
品
の
練

度
を
上
げ
る
に
は
で
、
時
間
を
置

い
て
よ
く
観
察
す
る
を
挙
げ
ら
れ

た
三
先
生
か
ら
先
ず
風
岡
先
生
自

分
の
作
品
の
良
し
悪
し
は
迷
う
。

愛
着
も
あ
り
捨
て
が
た
い
の
で
中
々

難
し
い
が
、
時
間
・
距
離
を
置
い
た

り
し
て
み
る
と
少
し
客
観
的
に
見

え
て
く
る
。
遠
く
に
か
け
て
み
る

と
か
翌
日
と
か
、
薄
暗
い
所
（
電

気
が
煌
々
と
あ
る
と
細
部
が
見
え

す
ぎ
て
判
断
が
つ
か
な
い
こ
と
も
あ

る
）
で
見
る
と
か
し
て
、
全
体
と

し
て
い
い
と
感
じ
る
も
の
を
選
ぶ
。

ま
た
デ
ジ
カ
メ
の
眼
を
通
す
と
何
と

な
く
客
観
的
に
見
え
て
よ
い
が
、

結
局
は
自
分
の
眼
を
信
じ
る
ほ
か

な
い
。
伊
藤
先
生
一
日
中
一
生
懸
命

書
く
と
頭
も
身
体
も
疲
れ
る
。
夜

こ
れ
で
良
し
と
し
て
も
翌
朝
見
る

と
あ
ま
り
…
と
い
う
事
は
よ
く
あ

る
。
書
き
上
げ
て
直
ぐ
は
達
成
感

が
あ
る
し
、
墨
も
乾
い
て
な
い
と
と

て
も
良
く
見
え
る
。
二
、三
日
置
い

て
冷
静
に
な
っ
て
感
じ
な
か
っ
た
事
が

見
え
て
き
た
り
、新
し
い
発
見
が
あ
っ

た
り
す
る
。
選
ぶ
決
め
手
は
、
線
か

収
め
方
か
字
形
か
と
色
々
あ
る
が
、

平
均
点
の
無
難
な
も
の
は
良
く
な
い

か
な
。
本
当
に
い
い
作
品
が
書
け
る

か
の一
番
大
事
な
点
は
、
こ
れ
で
も
う

い
い
と
す
る
か
、
も
う
ひ
と
頑
張
り

す
る
か
の
違
い
。
前
よ
り
良
く
な
る

保
証
は
な
い
が
、
昨
日
の
自
分
に
挑

戦
す
る
気
持
ち
が
尊
い
と
思
っ
て
い

る
。
冨
永
先
生
そ
れ
は
と
こ
と
ん

書
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
わ
た
し

も
迷
っ
た
ら
ス
マ
ホ
で
撮
っ
て
寝
な
が

ら
確
認
し
た
り
す
る
。
例
え
ば
図

録
な
ど
印
刷
物
は
実
際
よ
り
小
さ
い

の
で
、
小
さ
く
て
も
伝
わ
る
か
と
か

は
デ
ジ
カ
メ
で
や
り
易
い
。
若
い
頃

牧
以
観
先
生
に
新
書
芸
作
品
の
見

方
を
教
わ
っ
た
が
、
特
に一
字
書
は
線

の
関
係
性
（
引
き
合
い
、
響
き
あ
い
）

を
判
断
材
料
に
し
て
い
る
。

　

以
上
、
第
一
部
座
談
会
を
要

約
し
た
。
休
憩
後
、
第
二
部
の

D
V
D
鑑
賞
が
行
わ
れ
、
最
後
に

松
浦
白
碩
常
任
参
事
の
閉
会
の
言

葉
で
無
事
終
了
と
な
っ
た
。

者
は
そ
れ
を
取
り
上
げ
る
時
の
感
情

は
生
ま
れ
て
い
る
筈
で
あ
っ
て
そ
の
詩

情
を
書
作
の
上
に
表
現
す
る
の
は
当

然
で
あ
る
。」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

作
品
に
な
り
に
く
い
も
の
も
あ
る
が
、

感
動
・
共
感
を
大
切
に
し
て
選
文
に

活
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

木
村
先
生
感
動
・
共
感
は
理
想
だ

が
、
私
は
作
品
構
成
を
一
番
に
し
た
。

全
体
に
い
い
字
面
、
よ
り
書
き
や
す
い

も
の
を
選
ん
で
、
内
容
は
さ
て
お
き

全
体
の
章
法
を
考
え
る
。
大
小・長
短・

メ
リ
ハ
リ
な
ど
を
第一段
階
と
し
て
ふ
る

い
に
か
け
、
そ
し
て
内
容
・
季
節
感
・

心
情
を
反
映
さ
せ
る
。
理
想
は
詩
の

解
釈
に
沿
って
出
来
る
だ
け
自
分
の
表

現
を
す
る
こ
と
だ
。
冨
永
先
生
話

題
性
に
も
注
目
す
る
。
第
三
部
の
近

代
詩
文
・一
字
書
・
二
字
書
な
ど
は
話

題
性
を
盛
り
込
ん
で
表
現
し
や
す
い
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
ま
た
違
っ
た
ア
プ
ロ
ー

チ
で
昔
を
思
い
出
し
て
書
く
回
想
法

と
い
う
も
の
も
あ
る
が
、こ
れ
は
番
外
。

　

司
会
推
薦
さ
れ
る
参
考
図
書

は
別
紙
を
。

　

④
に
つ
い
て
。
木
村
先
生
構
想

を
練
る
工
夫
は
、
皆
さ
ん
さ
れ
て

い
る
事
ば
か
り
だ
が
、
縮
尺
サ
イ

ズ
の
紙
に
下
書
き
を
重
ね
る
。
特

別
工
夫
は
な
い
が
、
小
さ
な
紙
に

小
さ
い
筆
で
字
数
調
整
な
ど
構
図

を
練
る
。
風
岡
先
生
私
も
思
い

つ
く
に
ま
か
せ
て
、
小
筆
で
縦
横

紙
の
大
き
さ
な
ど
構
成
に
つ
な
が

る
想
定
を
し
な
が
ら
半
紙
に
ど
ん

ど
ん
書
く
。
そ
し
て
実
際
書
く
時

に
な
る
と
、
用
具
・
用
材
で
非
常

に
効
果
が
違
っ
て
く
る
の
で
試
す
。

書
の
歴
史
を
み
て
も
、
用
具
用
材

が
変
わ
る
と
字
が
変
わ
っ
て
い
る
。

我
々
も
違
う
筆
、
紙
、
筆
で
書
い

た
ら
変
わ
る
。
日
頃
か
ら
色
々
と

投
資
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
が
…

ま
た
、
前
例
と
し
て
故
人
の
作
品

の
構
成
も
図
録
な
ど
で
み
る
。

伊
藤
先
生
私
は
完
璧
と
思
え
る
草

稿
作
り
に
と
に
か
く
時
間
を
か
け

る
。
作
品
に
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
盛
り

込
む
と
い
う
事
だ
が
、
紙
を
浪
費
し

た
く
な
い
し
、
鉛
筆
と
消
し
ゴ
ム
で

小
さ
い
紙
に
何
度
で
も
書
き
直
す
。

作
品
の
ス
ト
ー
リ
ー
性
と
は
、
一日
の

行
動
に
例
え
て
朝
・
静
か
に
出
だ
す
、

昼
・
活
発
に
活
動
、
夜
・
徐
々
に
整

え
て
収
め
て
い
く
…
と
い
う
ふ
う
に

考
え
て
い
る
。
ま
た
仮
名
作
品
は
散

ら
し
書
き
は
避
け
て
通
れ
な
い
。
以

前
は
古
典
や
先
人
の
も
の
を
研
究
し

て
何
十
種
類
も
ひ
な
形
を
作
り
、

そ
れ
に
詩
を
当
て
は
め
る
こ
と
を
繰

り
返
し
し
た
。
余
談
か
も
し
れ
な
い

が
、
他
の
芸
術
や
趣
味
を
楽
し
む
こ

と
に
よ
り
感
性
が
磨
か
れ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

冨
永
先
生
私
も
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、�

後
で
後
悔
し
た
く
な
い
の
で
、
出
る
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が
あ
る
し
、
墨
も
乾
い
て
な
い
と
と

て
も
良
く
見
え
る
。
二
、三
日
置
い

て
冷
静
に
な
っ
て
感
じ
な
か
っ
た
事
が

見
え
て
き
た
り
、新
し
い
発
見
が
あ
っ

た
り
す
る
。
選
ぶ
決
め
手
は
、
線
か

収
め
方
か
字
形
か
と
色
々
あ
る
が
、

平
均
点
の
無
難
な
も
の
は
良
く
な
い

か
な
。
本
当
に
い
い
作
品
が
書
け
る

か
の一
番
大
事
な
点
は
、
こ
れ
で
も
う

い
い
と
す
る
か
、
も
う
ひ
と
頑
張
り

す
る
か
の
違
い
。
前
よ
り
良
く
な
る

保
証
は
な
い
が
、
昨
日
の
自
分
に
挑

戦
す
る
気
持
ち
が
尊
い
と
思
っ
て
い

る
。
冨
永
先
生
そ
れ
は
と
こ
と
ん

書
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
わ
た
し

も
迷
っ
た
ら
ス
マ
ホ
で
撮
っ
て
寝
な
が

ら
確
認
し
た
り
す
る
。
例
え
ば
図

録
な
ど
印
刷
物
は
実
際
よ
り
小
さ
い

の
で
、
小
さ
く
て
も
伝
わ
る
か
と
か

は
デ
ジ
カ
メ
で
や
り
易
い
。
若
い
頃

牧
以
観
先
生
に
新
書
芸
作
品
の
見

方
を
教
わ
っ
た
が
、
特
に一
字
書
は
線

の
関
係
性
（
引
き
合
い
、
響
き
あ
い
）

を
判
断
材
料
に
し
て
い
る
。

　

以
上
、
第
一
部
座
談
会
を
要

約
し
た
。
休
憩
後
、
第
二
部
の

D
V
D
鑑
賞
が
行
わ
れ
、
最
後
に

松
浦
白
碩
常
任
参
事
の
閉
会
の
言

葉
で
無
事
終
了
と
な
っ
た
。

六
月
十
九
日
（
日
）、
中
電
ホ
ー
ル

に
て
東
書
藝
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

出
席
者
百
六
十
八
名
、
委
任
状

四
百
三
十
一
通
で
総
会
は
成
立
。
司

会
は
羽
根
田
菖
風
常
任
理
事
。
冒

頭
、
愛
知
県
知
事
・
大
村
秀
章
名
誉

会
長
よ
り
激
励
の
挨
拶
を
頂
い
た
。

風
岡
五
城
会
長
か

ら
は
、
来
年
、
東

書
藝
展
が
第
七
十

回
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
創
立
以
来

の
精
神
「
自
由
か
つ
大
胆
な
創
作
」

「
書
壇
に
新
風
を
送
ら
ん
」
を
思
い

起
こ
し
、
何
か
ひ
と
つ
挑
戦
を
し
て
、

記
念
の
年
に
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
挨

拶
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
木
村
大
澤
理

事
長
か
ら
は
第
七
十
回
記
念
展
で
は

記
念
誌
を
作
成
し
、
発
刊
す
る
計
画

が
伝
え
ら
れ
た
。

議
長
に
は
三
品
芳
翠
常
任
理
事
が

選
出
さ
れ
、
以
下
の
報
告
・
議
事
が

承
認
さ
れ
た
。

①
令
和
三
年
度
事
業
報
告

②
令
和
三
年
度
会
計
報
告

③
令
和
三
年
監
査
報
告

④�

令
和
四
年
度
事
業
計
画
並
び
に
予
算
案

⑤�

新
役
員
に
つ
い
て

⑥�

昇
格
者
に
委
任
状
の
授
与

〔
講
演
会
〕

総
会
後
に
は

「
硯
の
文
化
」
と

い
う
演
題
の
も

と
、
硯
刻
家
の
名

倉
鳳
山
氏
（
鳳
鳴
堂
五
代
目
、
新
城

市
指
定
無
形
文
化
財
保
持
者
）
に
ご

講
演
を
頂
い
た
。

石
材
と
硯
の
作
り
方
、
硯
の
歴
史
、

目
指
す
硯
の
姿
、
硯
の
選
び
方
と
修
理

に
つい
て
な
ど
、
豊
富
な
話
題
と
美
し
い

作
品
の
写
真
と
と
も
に
解
説
さ
れ
た
。

最
後
に
、
鳳
来
寺
硯
、
端
渓
硯
、

歙
州
硯
を
用
い
た
試
し
磨
り
を
行
い
、

硯
に
よ
る
磨
り
心
地
や
色
の
出
方
の
違

い
を
味
わ
っ
た
。
紙
と
の
相
性
の
良
さ

や
、
粗
い
・
細
か
い
な
ど
好
み
の
磨
ぎ
を

見
つ
け
る
こ
と
も
大
切
だ
と
い
う
。
そ

の
後
、
風
岡
会
長
、
安
藤
副
会
長
に
よ
っ

て
色
紙
作
品
が
揮
毫
さ
れ
、
出
席
者
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。

令
和
四
年 

東
書
藝
総
会  

を
出
し
て
も
ら
い
、
一
社
に
決
定

し
た
段
階
で
す
。
今
後
は
、
内
容

に
関
し
て
徐
々
に
詰
め
て
い
き
、

で
き
る
限
り
い
い
も
の
を
作
っ
て

い
け
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

作
品
写
真
を
撮
る
関
係
で
、
出
品

締
切
り
を
令
和
四
年
十
一
月
末
日
に

設
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
例
年

よ
り
二
か
月
半
ほ
ど
早
く
な
り
ま
す

の
で
、
ご
予
定
下
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

原
稿
依
頼
等
は
、
秋
頃
に
な
る
か

と
思
い
ま
す
。
ご
執
筆
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
だ
内
容
に
未
確
定
な
と
こ
ろ

も
多
い
た
め
、
実
行
委
員
会
に
お
任

せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

皆
様
の
七
十
回
記
念
展
へ
の
力

作
の
ご
出
品
を
、
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

来
年
、
東
書
藝
は
第
七
十
回
記

念
展
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
も
偏
に
会
員
の
皆
様
の

ご
支
援
ご
協
力
の
賜
物
と
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

東
書
藝
は
、
過
去
の
記
念
の
年

に
は
何
か
し
ら
の
行
事
等
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
、
中
国
と
の

交
流
、
展
覧
会
等
は
何
度
か
ご
ざ
い

ま
し
た
が
、
こ
の
と
こ
ろ
の
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
、
大
規
模
な
計
画
は
不
可

能
で
す
。
そ
こ
で
今
回
は「
記
念
誌
」

の
発
行
を
計
画
い
た
し
ま
し
た
。

早
急
に
業
務
を
進
め
る
関
係
で
、

七
十
周
年
記
念
実
行
委
員
会
（
会

長
・
副
会
長
・
理
事
長
・
副
理
事

長
構
成
）
を
設
立
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
記
念
誌
発
行
に
関
し

ま
し
て
は
、
役
員
会
と
総
会
の
了

承
を
得
ま
し
て
、
種
々
準
備
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
六
月
末
現
在
、

三
社
の
印
刷
業
者
に
相
見
積
も
り

七
十
周
年
記
念
事
業「
記
念
誌
」発
行
に
つい
て

理
事
長
　
木
村
　
大
澤 

　
　

七
十
回
展
作
品
〆
切
は
令
和
四
年
十
一
月
末
日
に
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令
和
四
年
八
月
　
第
一
四
六
号

発
行
　
東
海
書
道
藝
術
院

編
集
　
加
　
藤
　
松
　
亭

　
　
　
堀
　
江
　
龍
　
舟

社
中
の
歩
み

◇
第
13
回
幽
石
書
道
会
展

会
期　

３
月
25
日
～
29
日

主
催　

幽
石
書
道
会（
熊
谷
真
川
）

◇
第
63
回
新
道
書
道
会
展

会
期　

�

４
月
29
日
～
５
月
１
日

主
催　

新
道
書
道
会
（
豆
子
紫
甲
）

◇
第
43
回
宏
道
書
会
選
抜
展

会
期　

５
月
10
日
～
15
日

主
催　

宏
道
書
会
（
山
本
晴
城
）

編
　
集
　
後
　
記

◇
三
年
ぶ
り
に
開
催
成
っ
た
院
人
研

修
会
。
会
員
の
意
欲
は
コ
ロ
ナ
に
負

け
ず
健
在
で
、
盛
況
だ
っ
た
。

◇
今
号
は
幹
部
役
員
、
受
賞
者
の
皆

様
に
協
力
を
頂
い
て
の
編
集
。
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
社
中
展
訪
問
記
が
掲
載
出
来
な

か
っ
た
が
、
其
々
大
い
に
刺
激
を
受

け
る
展
覧
で
頼
も
し
か
っ
た
。

◇
第
七
波
到
来
中
、
ご
自
愛
を
。

◇
第
64
回
游
心
書
展

会
期　

５
月
10
日
～
15
日

主
催　

游
心
書
道
会（
松
浦
白
碩
）

◇
第
27
回
無
名
會
書
展

会
期　

６
月
14
日
～
19
日

主
催　

無
名
會
（
渡
辺
清
香
）

◇
’22
心
象
展

会
期　

７
月
６
日
～
10
日

主
催　

好
日
社
（
岩
田
冬
崖
）

◇
第
38
回
清
和
会
書
展
※

会
期　

8
月
23
日
～
28
日

主
催　

清
和
会
（
西
尾
邑
城
）

◇
第
48
回
宏
道
書
展
※

会
期　

8
月
23
日
～
28
日

主
催　

宏
道
書
会
（
山
本
晴
城
）

　
　
　

※
校
了
時
で
は
開
催
予
定

今
後
の
予
定

◇
第
56
回
碩
山
書
院
一
門
展

会
期　

９
月
10
日（
土
）、11
日（
日
）

会
場　

蒲
郡
市
民
会
館
東
ホ
ー
ル

主
催　
碩
山
書
院
（
大
竹
翠
葉
）仝
振
興
会

◇
第
25
回
東
書
藝
選
抜
小
品
展

会
期　

９
月
13
日（
火
）～
18
日（
日
）

会
場　

栄
サ
ン
シ
テ
ィ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催　

東
海
書
道
藝
術
院

◇
第
40
回
記
念
飯
田
書
人
会
展

会
期　

９
月
16
日（
金
）～
20
日（
火
）

会
場　

飯
田
創
造
館

主
催　

飯
田
書
人
会（
加
山
幽
石
）

◇
第
22
回
心
書
会
展

会
期　
９
月
23
日
（
金
）
P.M: 

1：30
～
25
日
（
日
）

会
場　

亀
山
市
文
化
会
館

　
　
　

中
央
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

主
催　

心
書
会
（
安
藤
清
舟
）

◇
第
11
回
尚
友
書
展

会
期　

11
月
1
日（
火
）～
６
日（
日
）

会
場　

栄
サ
ン
シ
テ
ィ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催　

尚
友
会
（
荒
川
青
曠
）　

◇
第
45
回
記
念
公
募
梓
会
書
道
展

会
期　

11
月
8
日（
火
）～
13
日（
日
）

会
場　

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催　

書
道
研
究
梓
会

　
　
　
（
勝
川
香
艸
・
伊
藤
春
魁
）

◇
第
39
回
花
墨
会
展

会
期　

12
月
17
日
（
土
）、18
日
（
日
）

会
場　

三
重
県
菰
野
町
図
書
館
２
階

主
宰　

松
岡
麗
泉

八
月
二
日

（
火
）
～
七
日

（
日
）、
栄
サ
ン

シ
テ
ィ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
開
催
。

中
部
圏
書
芸
作

家
協
議
会
を
構

成
す
る
四
団

体
、
以
文
会
・
玄
玄
書
作
院
・
書
典
社
・

東
海
書
道
藝
術
院
か
ら
計
三
十
三
点

の
展
示
で
、
東
書
藝
は
幹
部
作
品
が

十
二
点
。
半
切
ま
で
程
の
サ
イ
ズ
の

規
格
。
各
団
体
を
代
表
す
る
作
家
の

作
品
は
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
的
で
一
味

も
二
味
も
違
っ
て
興
味
深
い
。「
書

の
伝
統
に
根
ざ
し
た
今
日
の
書
を
め

ざ
し
て
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
奥
深
く

遥
か
だ
。
そ
の
姿
を
追
求
す
る
作
家

の
、
熱
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
る
展

覧
だ
っ
た
。

　
　

̓22
「
今
日
の
書
」
代
表
作
家
展

中
部
圏
書
芸
作
家
協
議
会
主
催
　
　
　

風
岡
五
城
　
会
長

　安藤清舟　副会長　木村大澤　理事長


